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【概要】 

 本書『Savoir & Faire 木』は、アクト・スッド社で出版されたフランス語版 Savoir & Faire : 

Le Bois から精選された 8 本の論文・聞き書きを翻訳・収録するとともに、日本人の著書・

作家 11 名にご寄贈とインタビューをお願いし、オリジナルに編まれたものである。本書の

内容としては、木にまつわる歴史学、哲学における木、木の生物学的・素材的特性、中世ヨ

ーロッパで金属や石との比較で高貴な素材としての木、写真家による作品、日本の建築にお

ける木、デザインに果たす役割、仏像における木、彫刻家へのインタビューなど様々な視点

から「木」について語られている。知っているようで知らない「木」の深い世界に触れれば、

木を扱う時に、見る時に、今までとはちがった感覚を覚えるだろう。 

 

【感想】 

 仏師である高橋昌之様のインタビューを行った際に、高橋様が「木」の魅力について語っ

てくださり、私はそこで「木」に興味を持つようになりこの本を手に取りました。題名がま

ずシンプルすぎてびっくりしましたが、内容はとても面白く読めば読むほど「木」の魅力に

惹かれていきました。よくよく考えてみると、私たちの生活の周りには「木」がたくさん存

在している。テーブルや椅子、タンスといった家具から箸や桶といった道具、さらには建築

や仏像と、その役割は多岐にわたっている。技術革命が起こり、鉄やガラス、コンクリート、

石炭といった素材が沢山出てきても、「木」の存在が薄れていないのです。そして、その理

由が少しわかった気がします。 

「木」はとても面白い。もっと知りたくなった。 


